
線
の
料
金
の
統
一
化
を
は
か
る
。

こ
の
案
は
、
現
実
的
な
実
現
可
能

な
提
案
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

四
人
の
日
本
共
産
党
議
員
は
、
す

べ
て
の
人
が
利
用
可
能
な
市
内
循
環

交
通
シ
ス
テ
ム
に
す
る
た
め
市
の
運

行
計
画
案
を
再
検
討
す
る
よ
う
一

般
質
問
で
全
員
が
取
り
あ
げ
、
強
く

要
求
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
実
現
に

全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
の
案
で
は
、

大
宮
地
域
以
外
の
方
は
、
常
陸
大
宮

済
生
会
病
院
な
ど
に
直
接
乗
り
換

え
な
し
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
方
々
の
た
め
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
月
ご
と
の
枚
数
制
限
を
な
く
し
、

助
成
額
を
増
や
し
て
タ
ク
シ
ー
料
金

を
軽
減
し
、
利
用
し
や
す
く
す
べ
き

で
す
。

ＮＯ.１０１
２００６年 ４ 月
日本共産党大宮支部

電話（52）2422
FAX（52）2471

２００６年 ４月 民 主 大 宮 ＮＯ．１０１

日本共産党・金子卓議員

市
執
行
部
が
、「
検
討
委
員
会
」の

報
告
（
全
市
的
な
運
行
パ
タ
ー
ン
は

決
め
な
か
っ
た
）
や
庁
内
の
検
討
結

果
と
し
て
示
し
た「
市
内
循
環
交
通

シ
ス
テ
ム
運
行
計
画
案
」（
別
記
の
Ａ

案
）で
は
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

運
行
パ
タ
ー
ン
検
討
に
当
た
っ
て
の

前
提
条
件
と
し
て
市
は
、「
全
て
の
人

が
利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、
各
地
域
で

運
行
し
て
い
る「
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス

を
走
る
現
行
の
バ
ス
」で
は
停
留
所

に
遠
い
方
々
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
市
が
お
こ
な
っ
た
バ
ス
等
の

交
通
機
関
利
用
意
向
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
、「
利
用
さ
れ
る
方
の
年
齢

は
、
六
〇
歳
以
上
が
五
七
・
八
％
と

高
く
、
利
用
目
的
は
、
通
院
目
的
が

三
六
・
七
％
、
買
物
目
的
が
二
七
・

四
％
と
各
地
域
と
も
多
く
を
占
め
て

い
る
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
通
院

目
的
の
方
は
身
体
の
調
子
の
悪
く
、

買
物
目
的
の
方
は
重
い
買
物
袋
を

持
っ
て
い
ま
す
。
雨
も
降
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
利
用
者
の
立
場
に
立
つ

な
ら
、
現
行
の「
固
定
ル
ー
ト
型
」の

バ
ス
で
は
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら

れ
な
い
の
は
明
白
で
す
。

私
た
ち
日
本
共
産
党
議
員
団
は
三

第１回定例議会報告

日
本
共
産
党
議
員
団
（
四
人
）

は
十
四
日
、
大
貫
議
長
に
市
議

会
を
す
み
や
か
に
解
散
す
る
よ

う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

議
員
団
の
申
し
入
れ
書
は
、
有

権
者
の
過
半
数
を
超
え
る
二
万

二
〇
八
五
名
分
の
署
名
が
提
出

さ
れ
、「
議
会
解
散
が
民
意
で

あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
市

民
多
数
の
意
思
を
真
摯
（
し
ん

し
）
に
受
け
と
め
る
べ
き
だ
」
と

主
張
し
、
議
会
を
即
時
解
散
す

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

申
し
入
れ
に
は
金
子
卓
、
堀

江
仙
三
、
堀
江
鶴
治
、
押
久
保

一
郎
の
党
四
議
員
そ
ろ
っ
て
出

席
し
ま
し
た
。

月
三
日
、
矢
数
市
長
に
会
い
、
新
市

建
設
計
画
に
お
け
る
重
点
事
業
に
ふ

さ
わ
し
い
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
具
体
的
に
次
の
三
点
を
提

案
し
ま
し
た
。

①

市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
の
運

行
パ
タ
ー
ン
検
討
に
あ
た
っ
て
の
前

提
条
件
と
し
て
い
る
「
全
て
の
人
が

利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
す
る
」
を

文
字
通
り
実
現
す
る
た
め
に
旧
町

村
地
域
内
の
移
動
は
デ
マ
ン
ド
型
交

通
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

②

地
域
間
の
移
動
は
路
線
バ
ス
を

軸
と
し
、
地
域
内
デ
マ
ン
ド
型
導
入

に
よ
り
使
わ
な
く
な
っ
た
バ
ス
等
を

活
用
し
て
地
域
間
移
動
の
利
便
性

を
は
か
る
。

③

以
上
の
二
つ
は
、
基
本
的
に
は

運
行
パ
タ
ー
ン
の
Ｃ
案
で
あ
る
が
、

料
金
が
高
い
路
線
バ
ス
の
運
賃
に
助

成
し
て
低
額
に
す
る
と
と
も
に
各
路

市
議
会
解
散
を
申
し
入
れ

共
産
党

議
員
団

市が「市内循環交通システム検討委員会」に示した運行パターン

Ａ案 ： 地域内移動固定ルート型（４地域内は現行。大宮地域は新設。地域間は現行の路線バス。）

Ｂ案 ： 地域間移動固定ルート型（４地域内は現行、大宮地域までルートを延伸。大宮地域は新設。）

Ｃ案 ： 地域内移動デマンド交通型（４地域内はデマンド型交通に移行。大宮地域は新設。地域間

は現行の路線バス。）

Ｄ案 ： 地域間移動デマンド交通型(地域内、地域間ともデマンド型交通。)

Ｅ案 ： 現況＋大宮地域のみデマンド型（４地域内、地域間はＡ案と同じ。大宮地域はデマンド型)

Ｆ案 ： 現況＋大宮地域のみデマンド型＋地域間固定ルート型（４地域内、地域間はＢ案と同じ、大

宮地域はデマンド型)

※ デマンド型交通とは、ＩＴ技術を使った新しい公共交通です。電話予約により自宅や指定場所から

目的地までワゴン車等を使った乗合いタクシー方式による送迎サービスで、タクシーの便利さをバス並

みの低料金（１００～３００円）で提供しています。

県内では昨年１２月に東海村で実施。石岡市で今年６月から、土浦市で１０月から計画されています。

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
存
続

デ
マ
ン
ド
型
交
通
を
提
案

●運行ルート（地域）

・山方地域、美和地域、緒川地域、御前山地域 ： 固定ルート型からデマンド型へ移行

・大宮地域 ： デマンド型新設

●運行回数

・全地域 ： ４～８本／日

●運行日

・全地域 ： 平日のみ毎日運行

■運行パターンＣ案のイメージ

市が検討委員会に示した「Ｃ案」

新設（デマンド型）
新設（デマンド型）

新設（デマンド型）

新設（デマンド型）

新設（デマンド型）

美和地域

緒川地域

山方地域

御前山地域

総合支所

総合支所

総合支所

総合支所

常陸大宮駅

玉川村駅

野上原駅

山方宿駅

新設

循環交通システム

民間路線バス

乗継拠点

市役所

至 水戸駅方面

Ｊ
Ｒ
水
郡
線

※運行ルート設定に当たっては，可能な限り各ルートが接続し、市内どこへでも移動できるよう配慮する。

Ｃ案 （地域内移動デマンド交通型）



に
い
つ
公
表
す
る
の
か
」
と
質
問
し
ま

し
た
。

保
健
福
祉
部
長
は
、「
旬
報
や
広
報

で
開
院
一
か
月
程
前
に
は
お
知
ら
せ

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
答
弁
。

医
師
確
保
に
つ
い
て
は
、「
二
月
末

現
在
で
常
勤
医
師
の
採
用
計
画
二

〇
名
に
対
し
て
十
二
名
の
医
師
が
内

定
、
残
り
八
名
の
確
保
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
交
渉

中
で
あ
る
と

聞
い
て
い
ま

す
」
と
答
え

ま
し
た
。

非
常
に
問
題
だ
と
思
う
わ
け
で
す
。

議
会
へ
の
報
告
の
制
度
化
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
」
と
、
今
回
の
よ
う
な
事

前
審
査
が
必
要
な
廃
棄
物
処
理
施

設
の「
事
業
計
画
概
要
書
」
等
の
議

会
へ
の
報
告
の
制
度
化
を
提
案
し
ま

し
た
。

２００６年 ４月 民 主 大 宮 ＮＯ．１０１

日
本
共
産
党
・
金
子
議
員
は
、
宮
の

郷
工
業
団
地
に
計
画
さ
れ
て
い
る
Ｐ

Ｃ
Ｂ（
ポ
リ
塩
化
ビ
ヘ
ェ
ニ
ル
）
廃
棄

物
処
理
施
設
計
画
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

金
子
議
員
は
、「
県
か
ら
事
業
計
画

概
要
書
が
送
付
さ
れ
た
お
り
、
廃
棄

物
処
理
施
設
の
設
置
等
に
係
る
事

前
審
査
要
領
に
基
づ
き
市
の
意
見

を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
意
見
書
を
県
に
提
出
し

た
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
」
と
市

長
に
質
問
し
ま
し
た
。

矢
数
市
長
は
、「
地
元
か
ら
反
対
の

要
望
書
が
本
市
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
に
関
し
て
は
、
地
元
住
民

の
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
の
で
、
市
と
し
て
は
反
対
の
立
場

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ふ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。
」と
答
え
ま
し
た
。

金
子
議
員
は
病
院
の
開
設
状
況
に

つ
い
て
、「
議
会
へ
の
説
明
の
な
か
で
、

今
年
七
月
の
開
設
は
外
科
病
棟
と

内
科
系
病
棟
で
、
予
定
さ
れ
て
い
た

一
〇
科
の
診
療
科
目
の
う
ち
小
児

科
と
産
婦
人
科
は
来
年
の
四
月
開

設
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
〇
科
そ
ろ
っ
て
の
開
設
を
当
然
の

も
の
と
し
て
待
ち
望
ん
で
い
る
市
民

金
子
議
員
は
質
問
の
最
後
に
、「
今

回
の
事
例
で
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け

で
す
が
、い
ま
だ
に
議
会
に
対
し
て
は

何
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
の

開
設
・
医
師
確
保
を
質
問

事 業 等 の 概 要

※Ｈ1８年度当初予算資料より工事請負費のみ記載

事業費

単位：千円

■一般会計

カーブミラー取付工事

防犯灯設置費

三美排水整備工事

小倉農道舗装工事

小野農道改良工事

下村田排水整備工事

塩原農道舗装工事

岩崎農道改良工事

東野農道 〃

上岩瀬農 〃

小祝農道 〃

富士見台農道 〃

農道 〃

市道随時改良工事

幹線市道舗装補修工事

安全施設設置工事

６５３４号線（東野）道路改良工事

５３３２号線（若林） 〃

２－２６号線（上村田） 〃

１－９・１０号線（小場） 〃

１－６号線（八田） 〃

４５０８号線（石沢） 〃

２－２０号線（岩崎）道路改良舗装工事

２－２５号線（西塩子）道路改良工事

５２６４号線（八田）道路改良舗装工事

１－１１号線（石沢）道路改良工事

４２０６号線（小場） 〃

２２８２号線（富岡） 〃

２６５４号線（泉） 〃

１６０４号線（塩原） 〃

３３５８号線（泉） 〃

２０７４号線（栄町） 〃

５４３６号線（三美） 〃

４２８７号線（小野） 〃

１－８号線（若林） 〃

市道改良舗装工事

小河川護岸工事

泉地内宅地造成工事

中富都市下水路浄化施設補修工事

浄化槽フェンス設置工事

防火水槽新設工事

おおみや消防広場整備工事

消防指令台機械室空調機設置工事

消防庁舎下水道排水接続設備工事

大宮小校舎屋根改修工事

上野小カーペット交換工事

世喜小階段室改修工事

小学校プール循環装置ろ材交換工事

中学校空調システム整備工事

大宮中駐輪場補修工事

第二中プール送水管漏水工事

塩田分館駐車場舗装工事

文化センター大ホール舞台設備改修工事

図書情報館屋根防水改修工事

公営プール建設工事

２００６年度
建設事業の概要

（大宮地区）

584

819

1,500

1,600

1,500

1,000

1,550

5,250

25,000

15,000

8,340

3,000

1,500

8,000

10,000

3,000

20,000

6,000

10,000

35,000

10,000

1,000

31,000

30,000

9,000

31,000

6,000

5,000

18,000

5,000

18,000

10,000

11,000

7,000

10,000

6,000

2,000

13,343

5,326

745

7,350

15,100

400

3,325

3,990

2,415

2,800

3,051

8,559

4,725

3,482

2,165

3,836

10,943

80,000

事 業 等 の 概 要 事業費

■公共下水道事業特別会計

公共下水道管渠布設工事

公共下水道取付管工事

■公営墓地特別会計

公営墓地駐車場整備工事

■農業集落排水偉業特別会計

岩瀬集落排水管路工事

■上水道事業特別会計

高渡取水場取水ポンプ第4号交換工事

第１浄水場受電設備改修工事

第１浄水場排水処理施設築造工事

天日乾燥床改修工事

第２浄水場苛性ソーダ注入ポンプ交換工事

鷹巣増圧機場増圧ポンプ第1号交換工事

*配水管布設工事(218,885千円)は省略しました。

267,400

750

6,415

286,677

3,500

43,000

40,530

5,000

8,000

1,500

宮
の
郷
工
業
団
地
の

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
施
設

「
市
と
し
て
は
反
対
」

申込先
金子卓議員
（５２）２４２２

ほんとうのこと
を遠慮なく書
いてるね！

そ
の
他
の
一
般
質
問
項
目

■
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

①
国
保
税
未
納
者
の
所
得
階
層
、

未
納
の
期
間
、
未
納
と
な
っ
た
理
由

②
社
会
保
障
の
理
念
と
資
格
証
明

書
③
子
ど
も
へ
の
資
格
証
明
書
発

行
実
態
④
国
保
税
の
減
免
制
度
の

明
確
化
、
猶
予
制
度
の
条
例
化

■
大
宮
地
域
の
中
学
校
整
備
に
つ
い
て

①
大
宮
第
一
中
学
校
校
舎
整
備

事
業
②
一
中
の
校
舎
耐
力
度
調
査

結
果
③
廊
下
の
な
い
校
舎
に
対
す

る
教
育
長
の
考
え

二
月
下
旬
に
県
へ
提
出
さ
れ
た
市

の
意
見
書
の
な
か
の「
市
の
意
向
」

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の
処
理
に
つ

い
て
は
、
環
境
省
が
策
定
し
た
「
処

理
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、
国
が
設

置
す
る
全
国
五
か
所
の
施
設
に
よ
り

処
理
さ
れ
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
る

も
の
で
あ
る
。

こ
の
施
設
設
置
に
関
し
て
は
、
地

域
住
民
の
賛
同
を
得
ら
れ
な
い
状

況
に
あ
る
の
で
、
市
と
し
て
は
反
対

の
立
場
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
の

で
あ
る
。

当
市
の
企
業
誘
致
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全

の
観
点
か
ら
も
健
康
被
害
を
お
よ

ぼ
す
も
の
は
同
意
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
ま
た
、
健
康
被
害
の
生
じ

な
い
も
の
に
関
し
て
は
、
地
域
の
雇

用
拡
大
を
基
本
と
し
、
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
業
種
の
企
業

立
地
を
理
想
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
回
定
例
議
会
は
三
月
七
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
介
護
保
険
の
大
幅
引
き
上
げ
に

反
対
す
る
請
願
」と「
国
保
税
の
引

き
上
げ
に
反
対
す
る
請
願
」
は
賛

成
者
少
数
で
不
採
択
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
金
子
議
員
の
所
属
し
て

い
る
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
の
審

査
で
も
請
願
採
択
に
賛
成
し
た
の

は
日
本
共
産
党
の
金
子
議
員
だ
け

で
す
。

ま
た
金
子
議
員
は
、
市
民
の
期
待

に
値
し
な
い
交
通
シ
ス
テ
ム
を
含
む

「
一
般
会
計
」
、
値
上
げ
さ
れ
た「
介

護
保
険
会
計
」「
国
保
会
計
」
、
高

す
ぎ
る
水
道
料
の「
上
水
道
会
計
」

の
各
予
算
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

病院

金子議員のホームページ

http://www.jcp-net.jp/kaneko-s/

http://www.jcp.or.jp/

北部地区委員会のホームページ
http://www.jcp-net.jp/ibahoku/

❏２００６年度の常陸大宮市予算の総額は、

３７８億６０３６万円 （一般会計と特別会計の合計）

一般会計は２０９億４０００万円（前年比８１．６％）


